住宅まちづくり総務課

· 総務・人事グループ
· 企画グループ　
· 予算グループ　

事　務　執　行　概　要

総務・人事グループ
課内業務を円滑に推進するため、各グループとの連絡調整を行うとともに、部の組織、定数及び部内職員の人事、服務、研修に関する事務などのほか、建設関係功労者の栄典、表彰に関する事務等の処理の適切な執行に務めた。

（1） 部内各局室課との連絡調整

　　　部の主管課として、部内各局室課に対し、総務事務、府議会、幹部会議等の連絡を密にするとともに、部中他課の所管に属さない事項等についても相互間の連絡を図り、住宅まちづくり行政の円滑な運営に努めた。

（２）人事管理

　　部の組織・定数等人事管理の適正を期するため、常に関係当局と緊密な連携を保ちながら、部内各局室課との連絡調整に努めた。

（３）職員の衛生管理状況

常に職場環境の整備改善を図り、課員の健康保持、疾病予防に努めた。

（４）出資法人の指導

　　　部所管の出資法人に係る人事、給与に関する事務の指導等を行った。

　　　　　　大阪府住宅供給公社

　　　　　　（一財）大阪府タウン管理財団

　　　　　　　　　　　　　【根拠法令：大阪府指定出資法人の報酬、給与等に関する取扱要領】

（５）栄典・表彰

　　　永年国家に勲功のあった者、公共福祉の向上に顕著な功績のあった者に対し、位階令、褒章条例の定めるところにより、叙位叙勲褒章の受章について国土交通大臣に上申した。

　　　また、建設業界の発展に寄与した功績者の表彰における候補者を国土交通大臣に、憲法施行記念知事表彰における候補者を知事へそれぞれに内申した。

　　　その受章状況は次のとおりである。
	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	備　考

	叙

位

・

叙

勲
	春の叙勲
	　0名
	　1名
	　0名
	

	
	秋の叙勲
	　0名
	　0名
	　1名
	

	
	死亡叙勲
	　0名
	　1名
	　0名
	

	
	死亡叙位
	　0名
	　3名
	　0名
	

	
	高齢者叙勲
	　0名
	　0名
	　0名
	

	褒章
	黄綬褒章
	　1名
	　3名
	　2名
	

	国土交通大臣表彰
	個人
	　6名
	　6名
	　6名
	

	
	団体
	　　0団体
	　  0団体
	　  0団体
	

	知事表彰
	個人
	8名
	  5名
	  8名
	憲法施行記念の表彰

	
	団体
	　　0団体
	    2団体
	    0団体
	

	合　　　　　計
	 15名
	 21名
	 17名
	


（６）東日本大震災に伴う被災地支援（府職員派遣）の状況

　　

	支援項目
	延べ

派遣

人日数
	派遣期間

（人数）
	派遣先
	支援内容
	備考

	住宅関係
	災害公営住宅

整備業務
	1,464人日
	平成28年4月1日

～

平成29年3月31日

（4名）
	岩手県内
	災害公営住宅の整備に係る設計、発注、工事監理等業務
	職種：建築職、機械職

電気職

要請元：国土交通省


　　

企画グループ

部の総合企画調整や住宅まちづくり審議会に関する事務等、所管事務の適正な執行に努めた。

（１）総合企画調整

住宅まちづくり行政の総合的かつ計画的な推進を図るため、関係部局及び部内各局室課との連絡調整や条例改正等例規整備に努めた。
（２）広報・公聴

　　　住宅まちづくり行政のＰＲと円滑な執行を図るため、部の広報・公聴について、企画立案並びに部内各局室課及び関係部局との連絡調整に努めた。

（３）大阪府住宅まちづくり審議会

　　　住宅及びまちづくりについての重要事項の調査審議を行う本審議会の適切な運営に努めた。

平成26年度末に本審議会に諮問された「大阪における今後の住宅まちづくり政策のあり方について」の答申を平成28年5月に行った。また、答申を踏まえて作成された「住まうビジョン・大阪（大阪府住生活基本計画）」（案）について審議を行った。（審議会１回）

（４）「住まうビジョン・大阪」の策定

　　　大阪府住宅まちづくり審議会の答申を踏まえ、今後の住宅まちづくり政策がめざすべき目標、政策の枠組みや施策の展開の方向性を示す「住まうビジョン・大阪」を平成28年12月に策定・公表した。
予算グループ

１．部の歳入歳出予算の編成、歳出予算の執行、各種の財務に関する調査並びに決算に関する事務を行った。

　　なお、歳入歳出予算の概要は、次のとおりである。

【一　般　会　計】

（1） 当初予算

1  歳入　　 3,194,079千円

2  歳出　　 7,939,929千円

　　　住宅まちづくり行政の推進、建設業の振興、建築指導行政の推進及びりんくうタウン事業の推進等に要した経費
（2） ５月補正（１号補正）

1 歳入　    　　　　0千円

2 歳出　　    114,968千円

平成２８年熊本地震の発生を受け、府内への被災者のための住まいの確保に向けた大阪府受入避難者支援住宅供給事業費を措置

（3） ９月補正（３号補正）

1 歳入　    　 14,045千円

2 歳出　　     14,045千円

地方創生に向けた地域における先導的な取組みを促進するため、グランドデザイン推進事業の増額

（4） ２月補正（６号補正）

1 歳入　    ▲162,661千円

2 歳出　　▲1,371,561千円

建築物震災対策推進事業費及び密集住宅市街地整備促進事業費の減額等
（5） 最終予算

1 歳入　    3,045,463千円

2 歳出　　　6,697,381千円

【大阪府営住宅事業特別会計】

（１）当初予算

1 歳入　　132,352,269千円

2 歳出　　132,352,269千円

府営住宅の建設・改善・管理及び営繕事業の推進等に要した経費
（２）９月補正（１号補正）

1 歳入　    7,407,000千円

2 歳出　    7,407,000千円

国の補正予算に伴う増額
（３）９月補正（２号補正）

3 歳入　    　　　　0千円

4 歳出　    　　　　0千円

国の補正予算に伴い債務負担行為を設定

（４）２月補正（３号補正）

1 歳入　 ▲11,108,128千円

2 歳出　 ▲11,108,128千円

国庫補助事業の確定等による減額
（５）最終予算

1 歳入　  128,651,141千円

2 歳出  　128,651,141千円
【大阪府まちづくり促進事業会計】

（1） 当初予算

1 歳入　　 40,152,968千円

2 歳出　　 37,235,865千円

国有資産等所在市町村交付金及び企業債償還等に要した経費
（２）２月補正（１号補正）

1 歳入　    ▲307,675千円

2 歳出　　   ▲22,391千円 
借換債の抑制に伴う歳入の減額及び企業債支払利息額減少等に伴う歳出の減額
（３）最終予算

1 歳入　   39,845,293千円

2 歳出　　 37,213,4746千円

２．国庫補助金に関する支出負担行為担当官としての事務を処理するとともに、会計検査院による会計実地検査について、関係部局及び部内各局室課の連絡調整に努めた。

３．部が所管する建設工事及び建設工事関連業務のうち随意契約事務及びこれに伴う支出事務を行った。平成28年度は125件の契約を締結し、1,493,480,920円を支出した。内訳は、委託料が1,071,939,880円、工事請負費が421,541,040円となっている。

